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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１５年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 大阪大学 学長名 鷲田清一 拠点番号 G17 

１．申請分野 Ｆ<医学系> Ｇ<数学、物理学、地球科学> Ｈ< 機械、土木、建築、その他工学> Ｉ<社会科学> Ｊ<学際、複合、新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 
究極と統合の新しい基礎科学 

（Towards a New Basic Science: Depth and Synthesis）※副題を添えている場合は、記入して下さい(和文のみ)

    研究分野及びキーワード <研究分野：数学、物理学、地球科学>(宇宙基礎物質)(新物質創成)(原理の探求)(先端技術)(基礎科学)

３．専攻等名 

理学研究科（物理学専攻、宇宙地球科学専攻、数学専攻）、核物理研究センター（核物理理論研究部門、核物理実験研究部門(H16.4.1

核データ処理部門、測定器部門）)、レーザーエネルギー学研究センター（高エネルギー密度科学研究部門）（H16.4.1レーザー核融合

研究センター（レーザープラズマ理工学部門））、極限量子科学研究センター(量子基礎科学大部門) (H18.4.1 極限科学研究センター

（極限基礎科学部門）)、情報科学研究科（情報基礎数学専攻）、基礎工学研究科（システム創成専攻(H15.4.1システム人間系専攻)）

４．事業推進担当者           計 27 名 

ふりがな<ローマ字>

氏  名 
所属部局(専攻等)・職名 

現在の専門 

学 位 
役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  
(拠点リーダー) 

Ōnuki Yoshichika 

大貫 惇睦 

 

理学研究科(物理学専攻)･教授 

 

固  体  物  性 

理学博士 希土類・ウラン・超ウラン化合物の物性と全体の統括 
（事業推進担当者）    

Higashijima Kiyoshi 

東島  清 理学研究科(物理学専攻)･教授 
素  粒  子  論 

理学博士 

場の量子論における対称性とその破れの研究と新カリキュラム「現代

社会と科学技術」担当 
Hosotani Yutaka 

細谷  裕 理学研究科(物理学専攻)･教授 
素 粒 子 理 論 

理学博士 
素粒子・宇宙・幾何の接点理論 

Kuno Yoshitaka 

久野 良孝 理学研究科(物理学専攻)･教授 
素粒子物理学 

理学博士 

ミューオンとニュートリノの素粒子実験研究と海外インターンシッ

プ担当、班長 
Kishimoto Tadafumi 

岸本 忠史 理学研究科(物理学専攻)･教授 
素粒子物理学 

理学博士 
素粒子核実験物理学 

Yamanaka Taku 

山中  卓 理学研究科(物理学専攻)･教授 
高エネルギー物理学 

理学博士 
対称性の破れの研究 

Akai Hisazumi 

赤井 久純 理学研究科(物理学専攻)･教授 
物  性  理  論 

理学博士 
計算機ナノマテリアルシミュレーションとデザイン 

Ogawa Tetsuo 

小川 哲生 理学研究科(物理学専攻)･教授 
物  性  理  論 

理学博士 
非平衡相転移の研究と若手夏の学校担当 

Nozue Yasuo 

野末 泰夫 理学研究科(物理学専攻)･教授 
物 性 物 理 学 

理学博士 
ゼオライトにおける新物質創成・電子相関と留学生担当 

Takeda Seiji 

竹田 精治 理学研究科(物理学専攻)･教授 
固  体  構  造 

理学博士 
電子顕微鏡法による固体構造解析 

Toki Hiroshi 

土岐  博 
核物理研究センター 
（核物理理論研究部門）・教授 

原 子 核 理 論 

理学博士 
ハドロン・原子核のカイラル対称性の理論と国際ワークショップ担当

Nagai Yasuki 

永井 泰樹 
核物理研究センター 

（核物理実験研究部門）・教授 平成19年3月31日辞退

素粒子物理学 

理学博士 
原子核物理実験 

Nakano Takashi 

中野 貴志 
核物理研究センター 

（核物理実験研究部門）・教授 平成16年10月1日追加

素粒子物理学 

理学博士 
クォーク核物理の実験研究 

Takabe Hideaki 

高部 英明 
レーザーエネルギー学研究センター(高エネルギー密

度科学研究部門)・教授 

ﾌﾟﾗｽﾞﾏ物理学・宇宙物理学 

工学博士 
超新星爆発と核合成を中心とした宇宙物理学 

Kindo  Koichi 

金道 浩一 
極限科学研究センター(極限基礎科学部門)・教授

平成16年9月30日辞退 

強 磁 場 物 性 

理学博士 
強磁場科学 

Hagiwara Masayuki 

萩原 政幸 
極限量子科学研究センター(量子基礎科学大部門)・教

授 平成16年10月1日追加 

強 磁 場 物 性 

理学博士 
強磁場科学 

Takahara Fumio 

高原 文郎 理学研究科(宇宙地球科学専攻)･教授 
宇 宙 物 理 学 

理学博士 
宇宙物理学の理論的研究 

Tsunemi Hiroshi 

常深  博 理学研究科(宇宙地球科学専攻)･教授 
宇 宙 物 理 学 

理学博士 
Ｘ線検出技術開発・宇宙の解明と研究者招聘担当 

Matsuda Jun-ichi 

松田 准一 理学研究科(宇宙地球科学専攻)･教授 
同位体宇宙地球科学 

理学博士 

隕石・惑星物質から観た太陽系初期形成史の研究と新カリキュラム

「現代社会と科学技術」担当 
Kawamura Hikaru 

川村  光 理学研究科(宇宙地球科学専攻)･教授 
物  性  理  論 

理学博士 
協力現象の統計力学 

Kotani Shin-ichi 

小谷 眞一 理学研究科(数学専攻)･教授 
確   率   論 

理学博士 
不規則系物性の数学的研究と統括補佐、班長 

Fujiki Akira 

藤木  明 理学研究科(数学専攻)･教授 
複 素 幾 何 学 

理学博士 
ツイスター空間の幾何学とRA担当 

Koiso Norihito 

小磯 憲史 理学研究科(数学専攻)･教授 
微 分 幾 何 学 

理学博士 
曲線の発展方程式とセミナー担当 

Ibukiyama Tomoyoshi 

伊吹山知義 理学研究科(数学専攻)･教授 
整   数   論 

理学博士 
保型形式と整数論及び代数学 

Mabuchi Toshiki 

満渕 俊樹 理学研究科(数学専攻)･教授 
微 分 幾 何 学 

Ph. D 
ケーラー・アインシュタイン計量の研究 

Suzuki Takashi 

鈴木  貴 基礎工学研究科(システム創成専攻)･教授 
解   析   学 

理学博士 
非平衡統計力学の数学的理論 

Matsumura Akitaka 

松村 昭孝 情報科学研究科(情報基礎数学専攻)･教授 
解   析   学 

工学博士 
半導体の量子流体モデル方程式の研究 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９ 合   計 

交付金額(千円) 130,000 155,000 152,000 
141,540 

（ 14,154 ）

139,000 

（ 13,900 ） 
717,540 
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７．研究実施計画 

原理の探求 新物質の創成宇宙基礎物質の研究
 

・研究グループの形成：素粒子
論と代数・幾何学との関連 
・スピングラス、アンダーソン
局在などの不規則系研究班 
・生命、経済現象などの複雑系
の統計物理の研究班 

・大強度ミューオン源の設計 
・二重ベータ崩壊を探索する試
作器の設計・製作 
・KEKでK中間子稀崩壊を探索す
るための実験装置の建設 
・重力波データ解析法の開発 
・全天Ｘ線観測装置による活動 

・強相関電子系、シリコン･ナノ
チェインの物性研究 
・太陽系外物質の生成環境の室
内シミュレーション 
・第一原理に基づく量子シミュ
レーション手法と高速シミュ
レーションアルゴリズムの開発

(1)若手秋・冬の学校：「宇宙基礎物質の研究」「新物質の創成と技術開発」「数理物理学１ 超弦理論

と幾何、統計物理」 (2)物質創生基礎科学に関する国際学会 

平成１６年度

・量子群、頂点作用素代数、保
形関数と素粒子論 

・マクロ物理量の微分方程式の
数値解析と大域解析 

・重力場方程式の構造解析 

・K中間子稀崩壊探索実験開始 
・重力波アンテナのデータ解析 
・宇宙における元素創成の研究 
・崩壊元素による宇宙年齢測定 

・超ウラン化合物の創成 
・隕石中の炭素物質のナノス

ケールでの構造解明 
・ナノマテリアルデザインと構

造・機能のシミュレーション

(1)若手夏・冬の学校：「新しい核物質」「新しい相転移」「数理物理学２ 超弦理論と可積分系、不規則系」

(2)低次元磁性体の研究に関する最近の進展(研究会)  (3)International Workshop on Neutrino Factories

and Superbeams  (4)第5回東アジア偏微分方程式会議 

平成１７年度

・３次元双曲幾何、カラビ・ヤ
ウ多様体、ツイスター空間の研
究と素粒子論との関連の追及
・多体系の数学・物理双方から
の問題意識の提供 
 

・二重ベータ崩壊実験装置開発 
・K中間子稀崩壊実験終了 
・大型重力波望遠鏡の検討 
・Ｘ線天文衛星で測定した白鳥
座ループなどの詳細な輝線スペ
クトルの研究 

・新物質の超低温・超高温・超
強磁場・超高圧下での実験 
・同位体比異常の生成メカニズ
ムの再現実験 
・摩擦の物理法則に基づく地震
の大規模シミュレーション 

(1)「大阪大学・アジア太平洋・ベトナム国立大学ハノイ校フォーラム2005：基礎科学の新展開 

－新しい物理学・宇宙地球科学・数学を目指して－」  (2)XXIX International Workshop on Condensed Matter

Theories  (3)International PRISM Workshop 2005  (4)素粒子論と幾何学の最前線(研究会)、多体系・無限

系と数学の最前線(研究会)  (5)究極と統合の新しい基礎科学の最前線(研究会) 

対称性の破れの研究 
素粒子論と代数・幾何学 

新物質の創成、物性理論の研究 
多体系・無限系と数学 

平成１８年度 

平成１５年度

(1)国際ワークショップ：「究極と統合の新しい基礎科学の総括と今後」(2)若手秋の学校：「普遍性と

多様性の共存する21世紀の新しい基礎科学の芽」「数学と物理の境界領域の研究会」 (3)International

Workshop on "Double Beta Decay and Neutrinos" (4)Handai Nanoscience and Nanotechnology 

International Symposium (5)Chiral Symmetry in Hadron and Nuclear Physics (6)大阪大学質量分析

シンポジウム  (7)超高圧を利用した新物質創成(研究会) (8)J-PARCへの招待(研究会） 

(1)若手夏・冬の学校：「観測とシミュレーションの新展開」「超の世界にチャレンジ」「原理の探求」

(2)日独セミナー「強相関電子系の協力量子現象」(3)国際ワークショップ「The Extreme Universe in the 

Suzaku Era」 (4)2nd International PRISM Workshop 2006, 3rd International PRISM Workshop 2006

(5)「素粒子論と幾何学の最前線」(研究会) (6) J-PARCおよびそれに関連する素粒子原子核物理(研究会) 

(7)極限量子科学研究センターの強磁場を利用した磁気科学(研究会) (8)質量分析計の開発とそれを利用

した新しい研究分野の展開(研究会) (9)計算機マテリアルデザインワークショップ (10)金融・保険教育

研究センターの設立(研究会) (11)「究極と統合の新しい基礎科学の最前線2」(研究会) 

平成１９年度 

究極と統合の新しい基礎科学の研究拠点形成 
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８．教育実施計画 

本拠点形成の目的の1つは基礎科学を総合的

に理解できて、自立して研究を進めていくこと

ができる博士後期課程の大学院学生及び若手

研究者の育成である。独創的な研究ができるた

めには複数の視点から物事を見ることができ

ることが必須である。また、年齢の若い段階で

海外に出て世界の標準を経験することも、世界

に通用する研究者養成に不可欠である。本拠点

の物理学分野の物理学専攻と宇宙地球科学専

攻は学部教育は物理学科として、大学院教育も

共同で運営している。センター群の事業推進担

当者も物理学専攻の協力講座として大学院教

育に参画している。一方、数学分野の数学専攻

も数学専攻から2002年度に一部分離して生ま

れた情報科学研究科の情報基礎数学専攻、及び

基礎工学研究科システム人間系専攻(H15.4.1

システム創成専攻)と多くの共通授業科目を提

供し合って教育を行っている。以上の物理学分

野と数学分野の各専攻は、これまで「優れた基

礎研究は長期的見ると必ずまわりの学問分野

を刺激し実用への波及効果があり、どのような

複雑な技術や情報も基本的な自然の法則に根

ざしたものである」という認識に立脚して教育

研究活動を行ってきた。この基盤に立って物理

学分野と数学分野が本拠点形成に当たって融

合し、様々なテーマを持った研究者集団の自然

な交流を促す教育研究環境を整えるために、以

下の教育実施プログラムに取り組む。 

 

総合性・自立性の観点から 

１）若手夏・秋・冬の学校   

博士後期課程学生の自主的な研究課題の発

見・設定と主体的な研究活動を促すために、学

生と若手研究者が講師となり、夏の学校を主催

する。そこでは学生・若手研究者がテキストを

自ら製作して実施する。また、国際的に活躍し

ていて、その分野について広い知識と深い識見

を持った研究者を招聘し、集中講義をしていた

だく。このような交流を通して、自立する若手

研究者を育てたい。（具体的なテーマについて

は年度別計画参照） 

２）「現代社会と科学技術」の開講   

社会の第一線で活躍されている専門家を講

師に招き、学生自らが環境・エネルギー・生命

と高齢化福祉医療などのテーマを調べて発表

し合う「現代社会と科学技術」を開講する。 

３）博士後期課程学生・若手研究者フェロー

シップ    

博士後期課程の学生や若手研究者をティー

チングアシスタント、リサーチアシスタントと

して雇用して、教育経験、研究経験を積ませる。 

 

国際性の観点から 

４）海外インターンシップ   

世界トップレベルの研究者養成という観点

から、大学院の若い時期に海外での共同研究を

経験させ、国際的な研究の場に参加する機会を

提供する。このために大学院生・若手研究者に

海外渡航費等の援助を行う。 

５）留学生フェローシップ   

意欲ある留学生を積極的に受け入れ、留学生

相談室を開設する。 

６）内外の若手研究者（ポストドクター）の招聘   

学位を取得したばかりの研究者には、今まで

とは異なる視点を得られる環境の下で研究す

ることはきわめて重要である。本拠点専攻・セ

ンターが独自に交流協定を結んでいる約２０

の大学・研究機関から若手研究者を招聘し、本

研究組織での研究環境を提供する。 

７）第一線研究者の招聘   

国内外の第一線の研究者を招聘し、若手夏の

学校及び集中講義・セミナー等で講演を要請す

る。 

宇宙へのロマンを抱き、物質の多様性に驚き、

法則の持つ数式の美しさに感動する大学院学

生・若手研究者が、以上のプログラムで世界に

通用する研究者となって社会に巣立ってゆく。

このような若手研究者は理工系のあらゆる分

野に柔軟にチャレンジでき、新たな研究分野と

新技術を創造する。 
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９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況 

1)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体

の目的達成度 

本拠点の学問分野は微視的な素粒子の世界

から、物質・化合物、地球・惑星、そして広大

な宇宙に及んでいる。研究視点を「更に深く」

究極世界を探る縦系と、「更に広く」統合を求

める横系を織りなしながら、21世紀の新しい基

礎科学を生み出すため、[1]宇宙基礎物質の研

究、[2]物質の創成、[3]原理の追求の3つの研

究班を立て、以下のことを実行した。 

大学院学生・若手研究者を主体にした活動

として、(1)社会の様々な分野で活躍しておら

れる方に話題を提供していただき、受講者が自

ら調査・発表を行い、主体的に参加する新カリ

キュラム「現代社会と科学技術」を開講した。

そして本講義をまとめて、東島清・大貫惇睦編

「現代社会と科学技術」を大阪大学出版会より

2008年3月刊行した（図1参照）、(2)若手夏・

秋・冬の学校を12回開催した（図2参照）、(3)

国内外での研究成果の発信（1,711件）と海外

インターンシップ(69件)を実行した（図3参照）。 

また、大学院学生・若手研究者・教員を対

象とした(4)21世紀COEセミナー、レクチャー

(67回)、(5)研究会(16回)、(6)国際ワーク

ショップ(12回)を開催した。そして研究成果を

内外に発信した。 

内外から若手研究者を64人、博士後期課程

の大学院学生をRAとして121人雇用し、X線検出

技術の開発、ミューオン源の試作、新しい磁性

体の創出などの研究を強化・活性化させた。そ

の結果、大学院学生・若手研究者の受賞31件、

プレス発表4件があり、また教授・准教授の受

賞17件、プレス発表9件があった。特に、最終

年度の仁科記念賞「細谷機構の発見」（細谷裕

教授）はまさに本COEプログラムに最もふさわ

しい内容と成果と言えるだろう。以上の活動と

成果からCOEの目的は十分達成したと判断した。 

 なお、平成19年11月に理学部・理学研究科の

外部評価が行われた。その報告書は次の通りで

ある。 

 「物理学専攻は、湯川秀樹、菊池正士に始ま

る伝統ある専攻で、長期に影響力を持つ質の高

い理論、実験研究を生み出し、国際的にもその

存在はよく知られてきた。現在の専攻にもその

伝統は流れ、物質の合成において世界的セン

ターになっているグループや流行に流されな

い、注目すべき研究を行っている研究室があり、

「阪大の物理」への期待は大きい。伝統のある

質量分析計を残したり、素粒子・原子核が多い

など特徴のある構成になっているが、特徴のあ

る研究テーマや研究成果を打ち出して欲し

い。」 

 「数学専攻は、数学の主要な分野を網羅した

国際的な研究センターの一つとしての役割を

良く果たしている。構成員の多くが投稿してい

る大阪市大数学との共同出版の数学研究雑誌

Osaka Journal of Mathematicsは、高い国際的

評価を維持している。構成員のうちの二人が日

本数学会から幾何学賞を授与されている。」 

「宇宙地球科学専攻は、多彩なしかも質の高

い研究が行われており、今後のさらなる展開を

期待する。地球環境絡みの研究は少ないように

思われた。理学研究科とはいえ、今日の我々を

取り巻く環境からすれば、このような問題を意

識した研究テーマへの積極的な取り組みも一

つの方向性としてあってよかろう。」 

 

図1  

現代社会と科学技術 

（大阪大学出版会198頁）  

 

 

 

 

 

図2 若手夏・秋・冬の学校（12回開催） 

 

 

図3 5年間の大学院生・若手研究者の国際会

議での研究成果発信と海外インターン

シップ報告集 
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その研究活動の実施状況と研究成果の状況は、

4段階評価（4：水準を大きく上回っている、3：

水準を上回っている、2：水準にある、1：水準

を下回る）で、3.25であった。 

 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

若手夏・秋・冬の学校は、大学院学生・若手

研究者の研究発表能力を高め、自立する研究者

の育成を目的として、自らが計画・立案して毎

年開催した。特に本COEプログラムで雇用され

た若手研究者とRAによる支援をした大学院学

生が中心となった100〜200人規模の参加者に

よる2泊3日の学校を運営する能力は、年毎に上

達し、事業推進担当者以上の実力を持つに至っ

ている。その他、国内外での研究成果の発信と

海外インターンシップを行い、次世代を担う優

秀な若手研究者が育成された。それは、国際質

量分析学会のブルネー賞を始めとして、井上研

究奨励賞2件、日本物理学会若手奨励賞3件など、

合計31件の受賞があった。大学院学生・若手研

究者の活動を基盤にして、セミナー・研究会・

国際ワークショップを多数開催して研究教育

拠点を形成し、結果として教授・准教授も17件

の受賞に至っている。 

 

3)研究活動面での新たな分野の創成や、学術的

知見等 

本COE活動を通じて、数多くの新たな分野の

創成と学術的知見が得られた。その代表例は、

(1)すざく衛星の打ち上げと世界トップレベル

のX線CCDカメラの開発と観測(常深)、(2)高強

度・高輝度の新しいミューオン源の開発（久野）、

(3)48Caの2重ベータ崩壊の研究(岸本)、(4)「仁

科記念賞」に輝く素粒子の統一理論としてゲー

ジ・ヒッグス統合理論（細谷機構）の提唱と展

開(細谷)、(5) KL→π0νν崩壊から探るフレー 

バー混合が特定領域研究として進展中(山中)、

(6)レーザー宇宙物理学の開拓(高部)、(7)結晶

反転対称性の破れた重い電子系化合物の超伝

導(大貫)、(8)配列ナノクラスターにおける相

関s電子系の物理が科研費特定領域研究として

スタート、(9)カーボン・ナノチューブの生成

メカニズムのその場観察できる透過電子顕微

鏡の開発で特別推進研究としてスタート(竹

田)、(10)フラストレー系の磁性が特定領域研

究としてスタート(川村)、(11)多様性モデュラ

イに対する小林・ヒッチン対応の汎関数的手法

による「幾何学賞」に輝く研究(満渕)などであ

る。 

 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

COEセミナー・レクチャー、国際ワークショッ

プ開催以外に、研究交流を活発化させ、新たな

る研究分野を開拓する連携の意識を高めるた

め、(a)極限量子科学研究センターの強磁場を

利用した磁気科学、(b)素粒子論と幾何学の最

前線など16回のCOE研究会を開催した（図4参

照）。これらの研究会等を通して、核物理研究

センターを利用したミューオン位相空間回転

部の開発、極限量子科学研究センターの超強磁

場を利用した強相関物質の磁化測定等、多数の

共同研究が実施された。 

 

図4 事業推進担当者相互の有機的連携を

深めるための研究会報告集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

核物理研究センター(岸本、中野、土岐)や

レーザーエネルギー学研究センター(高部)、極

限量子科学研究センター(萩原)等の共同研究

を始めとして、日欧米の「ニュートリノファク

トリ」計画(久野)、すざく衛星でのX線CCDカメ

ラの開発(常深)、強相関電子系の物質開発と他

大学との多数の共同研究(大貫、野末、萩原)等、

国内外にインパクトのある研究が展開され、合

計48件の受賞者を出した。 

 

6)国内外に向けた情報発信 

大学院学生・若手研究者の国内外へ研究成果

の発表で合計1,515件（内、国内での学会・研

究科1,299件、国際会議216件）、及び国際ワー

クショップ12件の開催を通じて、本拠点での研

究成果の発信を行った、また、本拠点での活動

はホームページ（http://www.phys.sci.osaka-

u.ac.jp/coe/index.html）でも発信した。 

中でも、2005年9月27日〜29日にベトナム国

立大学ハノイ校の協力を得て、ベトナム・ハノ

イ市内で「フォーラム2005:基礎科学の新展開 

-新しい物理学・宇宙地球科学・数学を目指し

て-」を開催した。本COEを中心にして阪大から

約120人（内90人の若手研究者）、ベトナム170

人、その他合計300人の参加者があり、フォー

ラムに出席したPham Gia Kheim副首相の講演

「・・・・・このフォーラムは、基礎科学の分

野に新たな研究方策と研究グループを創出さ

大阪大学（G17）―6頁 



 
 

様式２ 
【公表用】 

せるきっかけになるだろう」と紹介され、ベト

ナムの新聞・テレビニュースでも大きく取り挙

げられた。 

 

図5 フォーラム開催初日の大阪大学とベトナ

ム国立大学ハノイ校の両学長、副学長、在

ベトナム日本国大使、ベトナム政府副首相、

文部・科学技術大臣等の主要な方々 

 

 
 

図6 その会議のプロシーディング 

   （大阪大学出版会435頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形

成のため効果的に使用されたか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補助金は主として若手研究者の雇用、博士後

期課程の大学院学生のRAとしての補助、及び大

学院学生・若手研究者の研究成果の発信と海外

インターンシップに極めて有効に使用された。

特にベトナム国立大学ホーチミンシティ校と

ハノイ校との交流を深め、「フォーラム2005」

を始めとして大学院学生を多数受け入れるこ

とにも活用された（図7参照）。 

 

②今後の展望 

大学院学生・若手研究者が主体となって開

催した若手夏・秋・冬の学校は好評で、年毎に

その運営も見事になった。大学院学生を通した

教員の連携にもつながり、極めて有効であり、

今後も継続したい。この数年、本COE独自の海

外との交流がグローニンゲン大学、上海交通大

学など（約10件）で進展した。ベトナム国立大

学ハノイ校・ホーチミンシティ校と同様、交流

が今後発展する。 

 

③その他 

本COEのテーマでベトナム・ハノイで開催し

た「フォーラム2005」は、ベトナムの新聞・テ

レビニュースでも大きく取り挙げられ、大きな

インパクトを与えたと思う。また、仁科記念賞

の「細谷機構の発見」は、本COEテーマの「究

極と統合の新しい基礎科学」が求めていたもの

であり、内外での素粒子物理学のこれからの指

標となるだろう。質量分析に関する若手研究者

の素晴らしい活躍、世界をリードする新しい強

相関物質の創成など、特筆することが多い。 

なお、本拠点リーダーの大貫惇睦教授は、こ

れまでの研究活動が評価されて、紫綬褒章（平

成20年4月29日）「物性物理学」を受章された。 

図7 物理学専攻での平成

14年度から19年度に

おける留学生の推移 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度）） 

 

物質創生基礎科学に関する国際学会 ISCNN'04: International Symposium on the Creation of Novel Nanomaterials
平成16年1月20日～22日、大阪大学、参加人数182名（うち外国人参加者数18名） 
主な招待講演者：M. Joanne Lemieux（カナダ）、Peter H Dederichs（ドイツ）、D. Cherns（イギリス） 
 
International Workshop on Neutrino Factories and Superbeams 
平成16年7月26日～8月1日、大阪大学、参加人数157名（うち外国人参加者数85名） 
主な招待講演者：Robert Palmer(アメリカ)、Ken Peach(イギリス)、Alain Blondel(スイス) 
 
第5回東アジア偏微分方程式会議 The Fifth East Asia PDE Conference 
平成17年1月31日～2月3日、大阪大学中之島センター、参加人数95名（うち外国人参加者数15名） 
主な招待講演者：Gang Tian(アメリカ)、Wei Ming Ni(アメリカ)、Zhouping Xin(香港) 
 
XXIX International Workshop on Condensed Matter Theories（CMT29） 
平成17年9月13日～17日、国際高等研究所（京都府木津川市）、参加人数53名（うち外国人参加者数26名） 
主な招待講演者：上田和夫、福山秀敏、R.F.Bishop(イギリス)、R.N.Bhatt(アメリカ)、H.E.M.Reinholz(ドイツ) 
 
Osaka University-Asia Pacific-Vietnam National University, Hanoi Forum 2005 on Frontiers of Basic Science: 
Towards New Physics, Earth・Space Science and Mathematics 
平成17年9月27日～29日、国際コンベンションセンター（ベトナム・ハノイ）、参加人数300名（うち外国人参加者数180名）
主な招待講演者：D. T. Thi, N. H. Luong(ベトナム)、F. C. Zhang(香港)、D. Chae(韓国) 
 
International PRISM Workshop 2005 
平成17年11月30日～12月2日、大阪大学、参加人数157名（うち外国人参加者数85名） 
主な招待講演者：R.B. Palmer(アメリカ)、D. Neuffer(アメリカ)、F. Meot(フランス) 
 
9th Japanese-German Symposium -Collective Quantum Phenomenon in Strongly Correlated Electron Systems: 
Electronic Instabilities, Dimensionality Effects, and Novel Phases- 
平成18年8月26日～29日、彦根キャッスルホテル（滋賀県彦根市）参加人数40名（うち外国人参加者数19名） 
主な招待講演者：秋光純、福山秀敏、Fulde Peter, Steglich Frank, v. Löhneysen Hilbert(ドイツ) 
 
2nd International PRISM Workshop 2006 
平成18年11月13日～17日、大阪大学、参加人数22名（うち外国人参加者数2名） 
主な招待講演者：R.B. Palmer(アメリカ) 
 
The Extreme Universe in the Suzaku Era 2006 
平成18年12月4日（月）～8日（金）、京都テラッサ（京都）、参加人数386名（うち外国人参加者数134名） 
主な招待講演者：Gunther Hasinger(ドイツ)、Dan McCammon, Richard Mushotzky(アメリカ) 
 
3rd International PRISM Workshop 2006 
平成19年2月13日～16日、大阪大学、参加人数25名（うち外国人参加者数6名） 
主な招待講演者：J.D.Vergados(ギリシャ)、B.L.Roberts(アメリカ)、K.Peach(イギリス) 
 
International Workshop on "Double Beta Decay and Neutrinos"（DBD07） 
平成19年6月11日～13日、クリスタルタワー（大阪ビジネスパーク）、参加人数59名（うち外国人参加者数18名） 
主な招待講演者：S. Elliot, H. Murayama(アメリカ)、P. Grabmayer(ドイツ)、C. Andreopoulos, Rutherford(イギリス)
 
International Workshop 2007, The 21st Century COE Program "Towards a New Basic Science: Depth and Synthesis"
平成18年9月10日～11日、大阪大学、参加人数200名（うち外国人参加者数12名） 
主な招待講演者：谷垣勝己、H. A. Levine, K. T. Lesko, D. Burrows(アメリカ)、S. K. Dhar(インド) 
 
Handai Nanoscience and Nanotechnology International Symposium –Spin, Photonic, and Molecular Devices in Quantum 
Limit-  
平成19月26日～28日、大阪大学、参加人数230名（うち外国人参加者数10名） 
主な招待講演者：Steven G. Louie, Sara Rice, Anvar A. Zahidov(アメリカ) 
 
Chiral Symmetry in Hadron and Nuclear Physics  (Chiral07) 
平成19年11月13日～16日、大阪大学、参加人数119名（うち外国人参加者数37名） 
主な招待講演者：Wolfram Weise(ドイツ)、Eulogio Oset(スペイン)、William Bardeen(アメリカ) 
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

 

１．新カリキュラム「現代社会と科学技術」 

社会の第一線で活躍されている専門家を講師に招き、大学院での新カリキュラム「現代社会と科学技術」を実施した。

科学技術と社会との関わりをテーマに、社会の様々な分野で活躍しておられる方に話題を提供していただき、受講者が

自ら調査・発表を行い主体的に参加する形式の授業を行った。人口問題・環境問題・エネルギー問題など人類規模の問

題に取り組むとともに、科学技術を社会に還元するための科学技術政策のあり方などにも目を向け、２１世紀社会にお

ける諸問題に対処できる人材の育成を目指した。 

本講義をまとめて、東島清・大貫惇睦編「現代社会と科学技術」を大阪大学出版会から刊行した。 

 

平成16年度 

稲葉 寿 (東京大学大学院数理科学研究科)：人口問題、野尻幸宏 (国立環境研究所)：環境問題、Perret-Gallix (CNRS 

JAPON)：フランス社会と科学技術、坂田東一 (文部科学省研究開発局)：日本の科学技術行政、柴田猛順 (日本原子力

研究所東海研究所)：エネルギー問題 

 

平成17年度 

稲葉 寿 (東京大学大学院数理科学研究科)：人口問題Ⅱ、野尻幸宏 (国立環境研究所)：環境問題Ⅱ、Edward Wright (駐

日英国大使館)：イギリス社会と科学技術、植木 勉 (文部科学省科学技術・学術政策局)：日本の科学技術行政、柴田

猛順 (日本原子力研究所大洗研究所)：エネルギー問題Ⅱ 

 

平成18年度 

稲葉 寿 (東京大学大学院数理科学研究科)：人口問題Ⅲ、野尻幸宏 (国立環境研究所)：環境問題Ⅲ、柴田猛順 (日本

原子力研究開発機構)：エネルギー問題Ⅲ、Thomas Schroeder (ドイツ大使館)：German Science Policy and Higher 

Education、内丸幸喜 (文部科学省科学技術・学術政策局)：日本の科学技術政策、鈴木敏之 (文部科学省高等教育企画

課)：日本の高等教育 

 

平成19年度 

稲葉 寿 (東京大学大学院数理科学研究科)：人口問題Ⅳ、野尻幸宏 (国立環境研究所)：環境問題Ⅳ、柴田猛順 (日本

原子力研究開発機構)：エネルギー問題Ⅳ、安岡弘志(日本原子力研究開発機構)：核磁気共鳴の応用 

 

２．若手夏・秋・冬の学校 

若手夏・秋・冬の学校は、大学院学生・若手研究者の研究発表能力を高め、自立する研究者の育成を目的として、自ら

が計画・立案して毎年開催した。特に本COEプログラムで雇用された若手研究者とRAによる研究支援をした大学院学生

が中心となった。 

 

平成15年度 

第1班：冬の学校「宇宙基礎物質の研究」2004年2月22日～24日 関西セミナーハウス（京都）参加者88名 招待講演4

件 口頭発表10件 ポスター発表75件、第2班：秋の学校「新物質の創成と技術開発」2003年11月6日～9日 高野山福

智院（和歌山）参加者107名 招待講演4件 口頭発表12件 ポスター発表63件、第3班：冬の学校「数理物理学1：統計

物理」2004年2月14日～16日 大和路（奈良）参加者34名 基調講演2件 口頭発表14件 ポスター発表17件、冬の学校

「数理物理学1：超弦理論と幾何」2004年2月19日～20日 KKR金沢（石川）参加者26名 特別講演10件 一般講演12件

 

平成16年度 

第1班：夏の学校「宇宙今昔物語」2004年9月6～8日 神戸セミナーハウス(兵庫)参加者102名 招待講演5件 口頭発表

9件 ポスター発表63件、第2班：夏の学校「新しい相転移」2004年9月27～29日 赤穂ハイツ(兵庫)参加者105名 招待

講演2件 口頭発表11件 ポスター発表69件、第3班：冬の学校「数理物理学2：超弦理論と可積分系、不規則系」2005

年3月14～16日 三田千刈セミナーハウス(兵庫)参加者47名 特別講演2件 一般講演37件 

 

平成18年度 

第1班：夏の学校「観測とシミュレーションの新展開」アクティプラザびわ（滋賀）2006年9月7～9日 参加者88名 招

待講演4件 口頭発表10件 ポスター発表69件、第2班：夏の学校「超の世界にチャレンジ」高野山福智院（和歌山）2006

年9月6～8日 参加者105名 招待講演2件 口頭発表9件 ポスター発表74件、第3班：冬の学校 六甲山YMCA（兵庫）

2007年2月18～20日 参加者49名 特別講演6件 一般講演34件 

 

平成19年度 

第1、2班：秋の学校「普遍性と多様性の共存する21世紀の新しい基礎科学の芽」休暇村蒜山高原（岡山）2007年10月25

～27日 参加者174名、口頭発表13件、ポスター発表146件、第3班：「数学と物理の境界領域研究集会」 千里ライフ

サイエンスセンター（大阪）2007年10月23～24日 参加者30名 特別講演1件 一般講演13件 

 
 



機関名：大阪大学 拠点番号：G17 

 

２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果 

 

（総括評価） 

 設定された目的は概ね達成された 

（コメント） 

拠点形成計画全体については、物理と数学の広い分野でそれぞれ優れた研究業績をあげ、

高い評価を得ており、評価できるが、本事業がどのような役割を果したのかについては、

必ずしも明確になっておらず、また、個々の専門の異なるグループの研究を有機的に結び

つける統合的なプログラム実現への努力が十分とは言えない。国際的な学術教育交流への

努力については、一定の成果が認められ、評価できる。 

人材育成面については、夏・秋・冬の学校、ＲＡ（リサーチ・アシスタント）雇用、海

外インターンシップなどは魅力的プログラムであり、評価できる。特に夏の学校などの一

層の発展に期待する。しかしながら、具体的成果が明確になっておらず、本事業により、

博士課程学生の数、論文数にどのように寄与したのか明確でない。 

研究活動面については、新しい分野の創成の努力と新しい知見が得られたことは評価で

きる。特にＸ線ＣＣＤカメラの開発と観測、新しいミューオン源の開発、48Ｃaの２重ベー

タ崩壊の研究、ＫL→π０νν崩壊の進展は素粒子、宇宙研究に関する新しい装置の開発と

して注目され、これらを用いた研究の成果を今後期待する。しかしながら、研究上のCross 

Field効果がはっきりしておらず、学際分野の開拓への更なる努力が必要である。 

補助事業終了後の持続的展開については、研究計画の具体的な継続方針を示すことが望

まれる。 
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